
8 尿道留置カテーテル使⽤率/9 症候性尿路感染症発⽣率 
尿路感染症は医療関連感染の中でも最も多く、約40％を占め、その80％以上はカテーテルの留置によって発⽣するとされ、

カテーテル留置が尿路感染症の最も⼤きなリスクとなっています。対策としては、尿道留置カテーテルの適性使⽤・管理・早期抜
去が最も重要な尿路感染症対策です。 

 
8 尿道留置カテーテル使⽤率 
＜指標定義＞ 

分⼦ 尿道留置カテーテルが挿⼊されている患者延べ数（使⽤⽇数） 
（包含） ⾃院での挿⼊⾏為の有無にかかわらず尿道留置カテーテルが留置されている患者 
（除外） ・ 恥骨上膀胱留置カテーテル 

・ コンドーム型カテーテル 
・ 間⽋的な導尿目的のカテーテル挿⼊ 
・ 洗浄目的で挿⼊された尿道留置カテーテル 

分⺟ ⼊院患者延べ数（⼈⽇） 
調査期間 1 ヶ⽉毎 

 

 
 

 
 

 
 

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
分⼦ 2,134 2,239 1,940 2,187 2,556 2,528 2,406 2,307 2,543 2,643 2,293 2,391
分⺟ 11,518 11,713 10,629 11,659 11,529 10,920 11,792 10,816 11,292 11,649 10,949 11,041
割合 18.53% 19.12% 18.25% 18.76% 22.17% 23.15% 20.40% 21.33% 22.52% 22.69% 20.94% 21.66%
全国平均 17.07% 17.06% 16.27% 15.92% 16.75% 16.84% 16.85% 16.89% 17.61% 18.39% 17.67% 17.09%



9 症候性尿路感染症発⽣率 
＜指標定義＞ 

分⼦ 分⺟のうちカテーテル関連症候性尿路感染症の定義に合致した延べ回数 
分⺟ ⼊院患者における延べ尿道留置カテーテル使⽤⽇数 

調査期間 1 ヶ⽉毎 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
分⼦ 1 0 0 0 0 1 1 0 2 3 0 1
分⺟ 2,134 2,239 1,940 2,187 2,556 2,528 2,406 2,307 2,543 2,643 2,293 2,391
割合 0.05% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.04% 0.04% 0.00% 0.08% 0.11% 0.00% 0.04%
全国平均 0.20% 0.20% 0.23% 0.29% 0.22% 0.27% 0.20% 0.23% 0.24% 0.20% 0.19% 0.19%


